
倫理規定 

＜I 目的＞ 

倫理規定の目的は、カイロプラクターの最大の関心事は患者の健康であって本人の利益ではなく、また

差別なく万人平等に接することにある。将来の法制化では、法律が本規定に優先する。 

 

＜II 患者に対する倫理的義務＞ 

１.治療の質 

カイロプラクターは、本人の能力と、最新の証明できる治療範囲内における、常に最高の、そして常識の

範囲内で治療を行わなければならない。それは、診断と治療において他の医療専門家へ紹介できること

を含む。 

２.治療の保証 

カイロプラクターはいかなる病気にも「治る」保証をしてはならない。医学的診断をしてはならない。治

療に対しては、その安全性に配慮する。 

３.治療の回数 

カイロプラクターは適切な回数の治療を行い、不必要な治療を行わない。 

４.紹介 

カイロプラクターが治療を継続できない場合は、その理由を説明し、代理か代替の治療を紹介しなけれ

ばならない。 

５.守秘義務 

カイロプラクターは患者のプライバシーを守り、患者の健康に関する情報の守秘義務を負う。ただし、以

下の場合は、そのかぎりではない。 

 1. 患者の同意があったとき。 

 2. 法律によって、提示を求められたとき。 

 3. 同僚の協力が必要なとき。 

 4. 守秘することが、患者の利益にならないと思われるとき。 

６.インフォームドコンセント 

カイロプラクターは、治療開始前に患者またはその保護者に対し、インフォームドコンセントを行わな

ければならない。治療を受ける・受けないの選択権を患者に保障する。選択に際し、別の有識者から情報

を得る権利を患者に保障する。 

 



７.治療費 

治療費は、治療開始前に明示されなければならない。治療費は特別に割引く場合を除き、すべての患者は

一定の額でなければならない。 

８.治療賠償責任保険 

患者保護のため、開業するカイロプラクターはすべて賠償責任保険に加入しなければならない。 

９.公平 

文化的（民族、宗教を含む）特異性を理解し、患者と対応しなければならない。また、身体的な差別をし

てはならない。 

１０.セクシュアル・ハラスメント（性的な嫌がらせ） 

カイロプラクターは患者に対して、性的不快を抱かせる言動などをしてはならない。 

 

＜III 同業者に対する倫理的義務＞ 

１.敬意 

カイロプラクターは、自分の利益のために、患者の前で、他のカイロプラクターの批判をしてはならな

い。 

２.協力 

カイロプラクターは、お互いに、できる限り協力し、励ましあうべきである。 

 

＜IV カイロプラクティックに対する倫理的義務＞ 

我々は、下記タイトルにおいて WFC 世界大会パリ宣言（２００１年度 WFC 総会）を遵守する。 

１.タイトル 

業者を示す「カイロプラクター」及び、業務を示す「カイロプラクティック」は大学レベルでカイロプラ

クティック教育、及び卒後教育を修めた人のみが、その使用を許される。それ以外にそれらを使用した

り、その使用を推奨したり認めたりしてはならない。「ドクター・オブ・カイロプラクティック」 又はそ

の略語「DC」、又は類似のタイトルは、国際的な承認を受けたレベルの教育機関の卒業生のみがその使用

を許される。それ以外にそれらを使用したり、その使用を推奨したり認めたりしてはならない。 

２.カイロプラクティック・テクニックの教授に関する規定 

本会は次にあげる目的を達成するため、WFC 政策宣言を遵守しカイロプラクティック・テクニックの教

授に関する規定を定め、業界内自主規制の使命を遂行する。本規定で扱われるカイロプラクティック・テ

クニックは、「カイロプラクティック※１」、「アジャストメント（関節マニピュレーション）※２、※３」



の名称を用いた技術と定義する。教授は、カイロプラクティック・テクニックの具体的な手順を伝えるこ

とと定義し、カイロプラクティックを一般に紹介する目的でのデモンストレーションは該当しない。 

１） 日本においてカイロプラクティックを先進諸国の実態に呼応し、「脊椎ヘルスケアの専門職」の国家

資格として定着させるため。 

２） 受益者の安全性を担保し、カイロプラクティックの信頼性を高めるため。 

３） 統合医療におけるカイロプラクティックの独自性を確立するため。 

 

(a) 本会会員はカイロプラクティック・テクニックを不特定多数に教授してはならない。ただし、

WHO 基準のカイロプラクター（JCR 登録基準を満たす者）や WHO 基準の教育機関に属する学

生を対象とする場合は、その限りではない。 

(b) カイロプラクティック・テクニック以外の教授や「受講者」が営利目的でないことが明らかな、

カイロプラクティックの講演会、啓蒙活動、教養講座等、知的教養・体験情報の供与に関しては

本規定の対象に加えない。 

(c) 本会会員が医療および医業類似行為免許を取得している場合において、該当免許の有資格者のみ

を対象とした資格適用範囲内での知識、技術教授は本規定の対象に加えない。 

(d) 本規定に抵触しない場合であっても本会会員がいずれかの教授を行う際には、予め本会事務局ま

で自主的に報告すること。 

(e) 本規定に抵触していることが明らかになった場合、別号に定める罰則処分の対象とする。 

 

＜参考＞ 

※１ カイロプラクティック (Chiropractic) 神経筋骨格系の障害とそれが及ぼす健康全般への影響を診断、治療、予防す

る専門職であり、関節アジャストメントおよび／もしくはマニピュレーションを含む徒手治療を特徴とし、特にサブラク

セーションに注目する。 

※２ アジャストメント (Adjustment) コントロールされた力、てこ作用、方向、振幅、速度によって特定の関節および

隣接する組織に直接働きかけるカイロプラクティック治療法。カイロプラクターは通常、このような方法によって関節お

よび神経生理学的機能に働きかける。 

※３ 関節マニピュレーション (Joint Manipulation) 調整されたスラストを加えることによって、解剖学的限界を超える

ことなく生理的可動域を超えて関節を動かす手技。 

 

３.適切な表示 

カイロプラクターはカイロプラクティックのアイデンティティーを守るため次のような紛らわしい表示

をしてはならない。 

例） 整体、ソフトカイロ、オステオパシー、マニュアルメディシン、整骨（接骨）カイロ、＊＊系カイ

ロ、療術カイロ、カイロドクターなど。 

４.教育への協力 

カイロプラクターは、教育に協力する。 



５.研究への協力 

カイロプラクターは、研究に協力する。 

６.業界への協力 

カイロプラクターは、業界発展のために協力する。 

 

＜V 社会に対する倫理的義務＞ 

１.特別資格 

カイロプラクターは CCE（カイロプラクティック教育審議会）、またはそれと同等な母体によって認めら

れた資格以外、これを名乗ってはならない。また仲間以上に優れた資格があることを意味する表現をし

てはならない。 

２.誇大広告の禁止 

カイロプラクターは誇大広告を行ってはならない。常に適切な表現を心掛け、国民一般に誤解を与える

ような表現や詐称を禁止する。 

 

（1998 年制定、2001 年改定、2018 年改定） 

 


